
































Analysis of Regional Tourism Clusters Using Spatial Autocorrelation: 
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Abstract：
Tourism analysis using GIS and GPS has become more popular in Japan. For example, an analysis by the Japan 
Tourism Agency on how foreign tourists travel in Japan indicates approximately 15 percent of foreign tourists take the 
routes from Tokyo to Osaka/Kyoto. While the development of ICT has accumulated signiﬁcant amount of results from 
GIS and GPS, most of the analysis has adopted simple methods with little possibility of development. More sophisticated 
analytical methods are needed for further development.
Exploratory Spatial Data Analysis （ESDA） is one that meets such demand, whose typical methods include Moran’s 
I statistics, as demonstrated in this paper. This study employs Moran’s I measure to assess spatial distribution of 
tourists and visitors in both Wakayama Prefecture and Hokkaido. Moran’s I measure of spatial autocorrelation and local 
indicators of spatial association （LISA） map are employed to identify spatially dependent patterns of tourism activity. 
The result indicates that the clusters of one-day visitors can be formed more easily than those of overnight visitors; and 
that Hokkaido has some regional tourism clusters, while Wakayama Prefecture has no clusters. This, it is considered, is 
due to differences in tourism resources and historical policy between Wakayama Prefecture and Hokkaido. It is clear that 
Moran’s I statistics leads itself to a better understanding of regional tourism markets, and it has a potential to be applied 





の中で探索的空間解析（Exploratory Spatial Data Analysis：
ESDA）が注目され，その代表的な手法の1つに Moran I 統
計量が存在する。同手法は主に地理情報を活用した分析手
法ということもあり，さまざまな研究分野で広く使用されている。
しかしながら，日本の観光市場において Moran I 統計量を使
用した研究は管見の限り存在しない。そこで本稿では和歌山











Crouch, Drapera, & Watersa （1997），McAdam（1999），およ





計画において約 9 割が GISを使用したことがないこと，さらに
GISを活用できるスキルを有する人材が 1 割程度しか存在し
ないことをあげていた。




















































































空間的自己相関分析において Moran の I 統計量が多くの研
究で使用されており，この流れは観光学研究においても同様
である。
　観光市場において Moran の I 統計量を使用した先行研究
として，Zhang, Xubd, & Zhuang （2011），Yang & Wong （2013），
Grinbergera, Shovala, & McKercherb （2014），Kang, Kim, & 











































年時点，和歌山県 30 市町村，北海道 179 市町村）。市町村
別の観光入込客数のデ ターを公表している都道府県は一部で












Moran の I 統計量が存在する。Moran の I 統計量は，大き




　   n  Σni=1Σnj=1 wij（xi−x）（xj−x）I＝ ― ――――――――――
　   S0　　　Σni=1（xi−x）2  
（1）



























－1＜― I ＜― 1となり，1に近ければ正の自己相関の存在，逆に
－1に近ければ，負の自己相関の存在をそれぞれ示す。また
0に近ければ，無相関を意味する。
　次に Local Moran は対象地域内の局所的な空間的自己相























Moran Scatter PlotとLISA Cluster Mapを通じて空間的な把
握が可能となる。まず図 1は Moran Scatter Plotを示してい











また Moran Scatter Plot にみられる回帰直線の傾きは Global 
Moran の数値と一致する。
　次に LISA Cluster Map について説明する。LISA Cluster 
Map は Local Moran の分析結果を地図化したもので，LISAと
は Local Indicators of Spatial Association の頭文字を表してい



























の数値をまとめたものが図 2である。図 2では 1998 年から
2014 年までの Global Moran の推移を日帰客と宿泊客に分類
して示している。この結果からわかるように日帰客のほうが宿






























ただし最近の日帰客の Global Moran は上昇する傾向にある。
この解釈については後述の Local Moran の結果と合わせて行
うことにする。
　続いて和歌山県の観光客数の LISA Cluster Map の結果を
表したのが図 3と図 4である。図 3は日帰客，図 4は宿泊客
の結果を示している。いずれの図も1998 年，2003 年，2008 年，










































源の活用を積極的に打ち出しているが，図 3や図 4の LISA 
Cluster Map から，必ずしも成果があがっていないことがわかっ
た。上記でも述べたように熊野古道を中心とした観光クラス
ターの構築がもとめられているものの，Moran の I 統計量の分
析結果からはその検出は確認できなかった。現在のところ観
光振興策の効果は地域横断的ではなく，局所的であるといえ




歌山県の日帰客は1998 年の約 23,220 千人から，2014 年の
25,640 千人へと，約 2,420 千人増加している。しかしピ クー時









人から2014 年の 303,574 人へと約 2.37 倍に上昇している。
このような現象が地域観光クラスター にどのような効果をもたら
したのかをMoran の I 統計量で分析する。和歌山県の外国
人観光客（宿泊客）におけるLISA Cluster Mapを示したも

























































　まず北海道におけるGlobal Moran の推移を示したのが図 8












の各年の Global Moran はいずれも0.1％有意水準で仮説検
定をクリアし，空間的自己相関が認められた（p ＜0.001）。一




認められた（p ＜0.01 or p ＜0.05）。また日帰客の Global 
Moran の水準は Kang, Kim, & Nicholls（2014）などの先行
研究とおおむね整合しており，現在のところ観光市場における
地域観光クラスター研究においては0.3 ～ 0.4 程度が標準的
な水準であると考えられる。
　次に北海道の観光客数の LISA Cluster Map の結果を表し
たのが図 9と図 10である。図 9は日帰客，図 10は宿泊客の
結果を示している。和歌山県と同様に，いずれも1998 年度，


























































は2009 年度の約 1,979 千人から2014 年度の約 4,701 千人
へと約 2.37 倍になり，急増している。そのような流れの中で，
北海道の外国人観光客（延べ宿泊客数）におけるLISA 









光客（延べ宿泊客数）は2009 年度の約 649 千人から2014




























　さらに図 13では月別の日帰客の LISA Cluster Mapをまとめ
ている。図 13は 2014 年 4月から2015 年 3月までの LISA 
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